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日
本
型
社
会
政
策

　
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論

1
大
河
内
「
理
論
」
に
お
け
る
一
論
点
t

安

富

邦

雄

　
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
論
史
の
な
か
で
、
大
河
内
一
男
氏
に
よ
っ
て

体
系
化
さ
れ
た
社
会
政
策
論
目
「
大
河
内
理
論
」
が
、
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

紐一

@
「
大
河
内
理
論
」
の
も
つ
理
論
的
構
造
を
め
ぐ
っ
て
、
社
会
政
策
本

質
論
争
以
来
今
な
お
批
判
や
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
大
河
内

理
論
」
に
お
け
る
強
靱
な
論
理
構
成
は
、
社
会
政
策
研
究
を
す
す
め
る
に

あ
た
っ
て
避
け
て
通
る
こ
と
を
許
さ
な
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
よ
う
に
社
会
政
策
論
の
巨
大
な
流
れ
を
形
成
し
た
「
大
河
内
理

　
　
！
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
一

論
」
体
系
の
基
本
的
骨
格
が
、
準
戦
時
・
戦
時
に
お
い
て
形
成
．
構
成
さ
れ

て
い
っ
た
こ
と
も
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
時
下
．
大
河

内
理
論
」
の
位
置
、
換
言
す
れ
ば
理
論
的
・
思
想
史
的
位
置
の
検
討
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

「
社
会
政
策
論
再
構
成
」
の
課
題
と
交
錯
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
論
の
．
真
の
」
展
開
が
ま
さ
に
戦
時
に
あ

っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
小
論
は
、
　
「
社

会
政
策
論
再
構
成
」
な
る
課
題
を
さ
し
あ
た
っ
て
対
象
の
外
に
置
き
、
戦

時
下
「
大
河
内
理
論
」
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
理
論
的
．
思

想
史
的
位
置
を
確
定
す
る
作
業
に
連
繋
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
も
の
で

あ
る
。大

河
内
氏
の
社
会
政
策
論
研
究
の
出
発
は
、
昭
和
奉
「
馨
構
略
、

通
じ
て
み
た
る
社
会
政
策
の
変
遷
」
に
お
か
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ド
イ

ツ
社
会
政
策
の
史
的
検
討
は
、
昭
和
十
一
年
『
独
逸
社
会
政
策
思
想
史
』

に
集
大
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
更
に
、
氏
の
社
会
政
策
研
究
は
、
こ
の
ド
イ

ツ
社
会
政
策
論
の
史
的
検
討
を
理
論
的
媒
介
と
し
て
、
一
方
で
社
会
政
策

論
の
い
わ
ゆ
る
「
原
理
論
」
的
構
成
の
確
立
、
他
方
で
主
に
日
本
に
お
け

る
社
会
政
策
的
施
策
の
分
析
、
へ
と
展
開
し
、
こ
れ
ら
は
昭
和
十
六
年

　
『
社
会
政
策
の
基
本
問
題
』
第
一
版
お
よ
び
昭
和
十
五
年
『
戦
時
社
会
政

策
論
』
に
集
約
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
　
『
社
会
政
策
の
基
本
問
題
』
第
一
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
、
、
一



　
　
　
説
　
　
　
　
苑
一
－

は
、
戦
時
深
化
に
伴
い
、
昭
和
十
九
年
『
増
訂
版
』
へ
と
転
回
し
た
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
「
大
河
内
理
論
し
の
形
成
と
展
開
の
過
程
を
み
る
と
、
社

会
政
策
論
の
い
わ
ゆ
る
「
原
理
論
」
構
成
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
け
る

社
会
政
策
の
分
析
視
角
に
お
い
て
も
、
大
河
内
氏
自
ら
が
語
る
の
に
反

　
パ
ヨ
ロ

し
て
、
そ
こ
に
幾
多
の
変
化
を
み
い
だ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、

大
河
内
氏
の
語
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
え
ば
、
体
系
化
に
至
る
過
程
で
生
じ

た
理
論
的
深
化
の
軌
跡
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
変
化
は
、

到
達
し
た
理
論
的
水
準
で
眺
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ

の
変
化
は
、
戦
時
下
の
「
自
由
の
圧
殺
」
の
暗
い
刻
印
か
も
し
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
時
、
注
意
深
く
「
活
字
」
を
生
き
か
え
ら
せ
て
、
そ

の
紙
背
を
読
み
こ
キ
．
由
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
二
点
を
考

慮
に
い
れ
つ
つ
も
、
分
析
基
準
と
分
析
視
角
に
お
け
る
本
質
的
と
も
い
え

る
変
化
を
み
い
だ
す
。
そ
れ
を
、
昭
和
十
一
年
七
月
「
社
会
政
策
と
福
利

施
設
」
か
ら
昭
和
十
三
年
一
月
「
社
会
政
策
－
日
本
に
於
け
る
社
会
政
策

へ
の
反
省
1
」
ま
で
の
諸
論
文
と
そ
れ
以
降
の
論
文
と
の
間
に
み
い
だ
す

も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
間
に
は
、
戦
時
経
済
の
深
化
に
伴
う
「
社
会

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

政
策
的
施
策
」
の
対
象
の
移
動
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
や

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
対
象
の
移
動
を
規
定
し
て
い
る
戦
時
経
済
へ
の
再
編

成
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
対
象
の
移
動
と
戦
時
経
済
へ
の
再
編
成
を
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

い
て
、
前
者
の
諸
論
文
が
最
も
問
題
と
し
た
課
題
、
す
な
わ
ち
日
本
型
社

会
政
策
と
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構
成
H
型
の
問

題
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
の
問
題
意
識
は
、
全
く
消
滅
し
た
と
は
い
わ

な
い
と
し
て
も
、
弱
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
期
の
諸
論
文
で

貫
か
れ
て
い
る
分
析
基
準
と
視
角
は
、
後
に
次
第
に
変
容
し
た
と
判
断
さ

れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
変
容
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ

の
小
論
で
は
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
の
期
の
論
文
に
お
け
る
分
析
基
準
と
視

角
を
検
出
す
る
こ
と
を
直
接
の
課
題
と
す
る
。

　
こ
の
小
論
で
検
討
さ
れ
る
段
階
の
諸
論
文
は
、
次
の
四
論
文
が
主
要
な

　
　
　
　
（
4
）

も
の
で
あ
る
。

　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
（
昭
和
十
一
年
七
月
）

　
「
危
機
に
於
け
る
社
会
政
策
の
形
態
」
　
（
昭
和
十
二
年
二
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ロ

　
「
社
会
政
策
の
日
本
的
形
態
」
　
（
昭
和
十
二
年
六
月
）

　
「
社
会
政
策
－
日
本
に
於
け
る
社
会
政
策
へ
の
反
省
一
」
　
（
昭
和
十
一
一
、

　
　
　
（
6
）

　
　
年
一
月
）

　
こ
こ
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
主
要
論
点
は
、
次
の
三
点
に
あ
る
。

　
第
一
に
、
具
体
的
な
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
的

諸
施
策
に
対
す
る
分
析
基
準
と
し
て
の
「
本
来
的
な
意
味
に
お
け
る
社
会

政
策
」
あ
る
い
は
「
真
実
の
社
会
政
策
」
の
定
置
．



　
第
二
に
、
　
「
日
本
的
な
る
社
会
政
策
」
あ
る
い
は
「
日
本
型
社
会
政

策
」
と
そ
の
機
構
的
必
然
性
の
検
出
。

　
第
三
に
、
日
本
に
お
け
る
「
真
実
の
社
会
政
策
」
の
展
望
あ
る
い
は

「
日
本
型
社
会
政
策
」
揚
棄
の
展
望
。

　
以
上
の
諸
論
点
の
検
討
は
、
こ
こ
㎡
．
、
は
『
社
会
政
策
の
基
本
問
題
』
第

一
版
及
び
雑
誌
論
文
に
典
拠
を
求
め
て
進
め
ら
れ
る
。
第
一
版
は
増
訂
版

及
び
そ
れ
に
依
拠
し
た
『
著
作
集
』
第
五
巻
と
全
く
相
貌
を
異
に
し
て
い

る
。
こ
の
変
化
そ
の
も
の
が
、
さ
き
に
述
べ
た
留
保
点
を
形
成
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
版
に
も
と
づ
い
て
初
期
論
文
の
分

析
基
準
と
視
角
を
検
出
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
こ
の

段
階
の
大
河
内
氏
の
問
題
意
識
が
鋭
角
的
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
で
あ

ろ
毘
さ
ら
に
、
第
一
版
と
増
訂
版
と
の
削
除
・
修
正
部
分
の
意
味
を
も

検
討
し
う
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
（
1
）
　
こ
の
点
に
関
す
る
最
近
の
論
文
と
し
て
、
戸
塚
秀
夫
「
戦
時
社

　
　
　
会
政
策
論
の
一
回
顧
」
　
（
『
社
会
科
学
研
究
』
第
一
、
一
巻
第
一

　
　
　
号
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
戸
塚
氏
は
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
時
に
い
忙

　
　
　
る
ま
で
の
社
会
政
策
論
の
形
成
と
顛
落
に
い
た
る
）
一
二
一
、
の
基
本
的

　
　
　
性
格
H
論
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
小
論
で
検
討
し
よ
う

　
　
　
と
し
た
課
題
の
設
定
は
、
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
九
。

　
　
1
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
ず
、
の
社
会
政
策
論
一

（
2
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
戸
塚
論
文
の
他
に
、
飯
田
鼎
「
社

　
　
会
政
策
論
の
『
再
構
成
』
の
問
題
」
（
r
、
一
二
田
学
会
雑
誌
』
第
、
一
ハ

　
　
一
」
」
一
巻
四
号
）
が
あ
る
。
飯
田
論
文
は
、
　
「
再
構
成
」
に
急
な
あ
ま

　
　
り
、
内
在
的
な
批
判
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
3
）
　
『
日
本
資
本
主
義
と
労
働
問
題
』
　
（
白
日
書
院
、
一
九
四
七
）

　
　
の
序
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
　
「
日
本
経
済
の
特
殊
的
な
制
約
に
つ

　
　
い
て
の
判
断
や
社
ム
、
ム
政
策
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
の
筆
者
の
評

　
　
価
は
、
戦
時
中
た
る
と
終
戦
後
た
る
と
、
い
さ
さ
か
の
変
化
も
な

　
　
い
」
と
。
こ
の
論
文
集
に
お
い
て
は
、
日
本
経
済
の
特
殊
制
約
の

　
　
除
去
H
「
正
常
態
と
し
て
の
資
本
主
義
」
再
編
と
い
う
視
角
が
つ

　
　
ら
ぬ
か
れ
、
こ
の
視
点
は
、
こ
の
小
論
で
取
扱
う
段
階
の
視
角
と

　
　
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
特
殊

　
　
制
約
と
戦
時
経
済
と
の
関
連
が
、
い
か
に
把
握
さ
れ
て
い
た
か
で

　
　
あ
り
、
こ
の
点
こ
そ
が
戦
時
社
会
政
策
分
析
の
基
本
的
問
題
で
あ

　
　
る
。

（
4
）
　
こ
の
他
に
、
　
「
社
会
政
策
の
形
而
上
学
」
　
（
昭
和
＋
二
年
）
が

　
　
あ
る
が
、
き
し
あ
仁
っ
て
こ
こ
で
は
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
分

　
　
析
に
限
定
し
て
い
る
の
で
こ
の
論
文
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し

　
　
仁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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（
5
）
　
以
上
一
．
一
論
文
『
社
会
政
策
の
基
本
問
題
』
所
収
。

〔
6
）
　
『
経
済
学
論
集
』
昭
和
十
三
年
一
月
、
第
八
巻
一
号
所
収
。

一

「
真
実
の
社
会
政
策
」

　
「
大
河
内
理
論
」
の
持
つ
理
論
史
的
位
置
は
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政

策
論
史
に
あ
っ
て
社
会
政
策
論
を
「
社
会
科
学
」
の
一
領
域
に
ま
で
高
め

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
早
言
及
す
る
必
要
も
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
論
的
構
成
の
核
心
は
、
そ
れ
ま
で
の
弁

護
論
的
社
会
政
策
論
や
倫
理
主
義
的
・
理
想
主
義
的
社
会
政
策
論
を
排
し

て
、
社
会
政
策
を
あ
く
ま
で
「
資
本
主
義
経
済
に
と
っ
て
の
経
済
的
並
び

に
政
治
的
必
然
性
」
に
お
い
て
把
え
、
　
「
経
済
的
に
も
、
政
治
的
に
も
、

資
本
主
義
経
済
の
成
立
、
発
展
の
過
程
に
お
け
る
自
己
保
存
運
動
の
、
統

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
的
且
つ
意
識
的
な
表
現
」
と
し
て
把
握
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
．
、
こ
れ
も

衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
大
河
内
理
論
」
の
理
論
構
成
そ
の
も
の
を

検
討
す
る
こ
と
は
こ
二
で
の
課
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
社
会
政
策
本
質
論

争
で
な
キ
、
」
れ
た
「
概
念
」
分
析
も
対
象
の
外
に
あ
る
。
こ
こ
で
の
課
題

は
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
的
諸
施
策
の
現
実
に
対
置
し
て
、
そ
の
批

判
基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
た
「
本
来
の
社
会
政
策
」
あ
る
い
は
「
真
実
の

社
会
政
策
」
を
検
出
し
、
そ
の
理
論
的
意
義
を
明
ぢ
か
に
す
る
こ
と
に
あ

ジし

ノしｭ

る
。　

と
二
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
前
記
四
論
文
に
お
け
る
「
真
実
の
社
会
政

策
」
概
念
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
真
実

の
社
会
政
策
し
概
念
は
「
社
会
政
策
の
形
而
上
学
」
で
詳
細
に
分
析
さ
れ

て
い
る
ご
と
く
、
エ
ド
ワ
ル
ト
・
ハ
イ
マ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
ハ
イ
マ
ン
は
、
社
会

政
策
を
「
社
会
運
動
の
制
度
的
沈
澱
物
」
と
規
定
し
、
そ
の
政
策
に
「
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

会
的
理
念
」
口
「
自
由
」
が
い
か
に
体
現
さ
れ
る
か
の
程
度
を
基
準
と
し

て
、
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
と
「
真
実
な
ら
ざ
る
社
会
政
策
」
を
類
型
化

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
河
内
氏
は
ハ
イ
マ
ン
流
の
社
会
政
策
把

握
を
批
判
し
つ
つ
、
社
会
政
策
に
お
け
る
「
主
体
」
と
「
客
体
」
、
「
目
的
」

と
「
結
果
」
の
内
容
規
定
と
そ
の
相
互
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
。
即
ち
、

社
会
政
策
に
お
け
る
そ
の
「
目
的
」
あ
る
い
は
「
想
は
れ
た
意
味
」
と

「
効
果
」
あ
る
い
は
「
想
は
れ
ざ
る
結
果
」
と
を
区
別
し
、
社
会
政
策
は

資
本
主
義
経
済
社
会
の
運
動
に
お
い
て
固
有
の
「
目
的
」
を
も
ち
つ
つ
も

（「

級
ﾊ
」
と
は
］
応
離
れ
て
）
、
　
「
そ
の
政
策
に
よ
っ
て
与
へ
ら
れ
た
当

初
の
目
的
の
実
現
と
共
に
そ
れ
と
は
別
の
結
果
を
資
本
主
義
経
済
に
も
た

ら
す
」
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
河
内
氏
は
、
ハ
イ
マ
ン
の
ご
と
く

「
目
的
」
が
い
か
に
制
度
化
す
る
か
に
よ
っ
て
社
会
政
策
の
歴
史
的
位
置



を
み
る
の
で
は
な
く
、
　
「
目
的
」
と
「
結
果
」
の
媒
介
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
う
え
で
、
　
「
社
会
政
策
は
そ
の
目
的
の
如
何
を
問
は
ず
、
そ
の
結
果

に
於
い
て
は
歴
史
的
に
進
歩
的
な
職
能
を
果
た
し
得
る
も
の
だ
」
、
と
規

定
し
た
の
～
．
覧
あ
る
。
か
く
し
て
、
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
概
念
は
、
ハ
イ

マ
ン
に
お
け
る
把
握
の
内
容
の
顛
倒
に
よ
っ
て
鋳
直
さ
れ
る
二
と
と
な
つ

（
2
）

た
G

　
こ
の
顛
倒
し
て
得
ら
れ
た
「
真
実
の
社
会
政
策
」
概
念
は
、
こ
こ
で

は
新
一
．
一
…
に
、
「
日
本
型
社
会
政
策
」
批
判
の
基
準
に
据
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て

み
よ
う
。

　
大
河
内
氏
は
ま
ず
、
日
本
の
労
働
条
件
の
特
殊
性
を
分
析
視
野
に
お
さ

め
つ
つ
、
社
会
政
策
の
機
能
と
労
働
条
件
と
の
関
連
を
重
視
す
る
。
そ
れ

は
、
次
の
ご
と
く
示
さ
れ
る
。

　
　
「
一
般
に
本
来
的
な
意
味
に
於
け
る
社
会
政
策
立
法
は
、
…
ゴ
労
働

　
条
件
の
統
…
化
、
寄
生
的
労
働
条
件
に
僑
拠
す
る
零
細
企
業
の
整
理
を

　
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
就
中
労
働
条
件
に
於
け
る
初
期
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
主
義
的
特
質
を
払
ひ
落
す
最
も
有
効
な
手
続
㎡
・
k
あ
る
。
」

　
大
河
内
氏
は
、
社
会
政
策
の
「
目
的
」
あ
る
い
は
主
体
に
よ
っ
て
「
想

は
れ
た
意
味
」
を
「
労
働
力
の
順
当
な
再
生
産
」
に
置
い
て
い
る
わ
け
で

　
　
－
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
1

あ
る
が
、
こ
の
「
目
的
」
を
社
会
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
客
観
的
基
盤
の

創
出
が
ま
ず
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
客
観
的
基
盤
こ
そ
、
　
「
初
期
資
本
主

義
的
労
働
条
件
」
の
止
揚
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
統
一
的
・
平
準
的
労
働

条
件
、
換
言
す
れ
ば
近
代
的
“
資
本
主
義
的
労
働
条
件
で
あ
っ
た
。
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
っ
て
、
大
河
内
氏
は
社
会
政
策
の
機
能
を
何
よ
り
も
ま
ず
「
近
代
的
労

働
条
件
」
あ
る
い
は
近
代
的
な
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
創
出
の
中
に
み
た

の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
　
「
大
河
内
理
論
」
の
特
質
の
ひ
と
つ
を
構
成

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
こ
の
視
点
を
媒
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
　
「
大
河
内
理
論
」
は
、
日
本
に
お
け
る
労
働
関
係
の
特
殊
性
と

そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
日
本
型
社
会
政
策
と
に
対
す
る
批
判
的
基
準
を
確
立

し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
大
河
内
氏
は
社
会
政
策
に
お
け
る
「
目
的
」
と
「
結
果
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
と
内
容
を
峻
別
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
ど
の
よ
う
に
「
真
実
の
社
会
政
策
」
と
関
連
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
大
河
内
氏
は
、
社
会
政
策
の
「
目
的
」
あ
る
い
は
「
想
は
れ
た
意
味
」

の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
即
ち
、
社
会
政
策
の

「
想
は
れ
た
意
味
」
あ
る
い
は
「
主
体
の
意
図
」
か
ら
す
れ
ば
、
「
資
本
主

義
或
は
資
本
制
社
会
そ
の
も
の
の
維
持
が
究
極
の
目
的
で
あ
り
労
働
者
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
1
説
　
　
　
　
苑
一

級
の
福
祉
の
増
進
は
た
だ
此
の
至
上
目
的
の
た
め
の
手
段
た
る
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
視
点
か
ら
把
え
る
限
り
、
「
斯
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
意
味
に
於
け
る
社
会
政
策
は
之
を
進
歩
的
な
も
の
と
は
称
び
能
は
ぬ
」

も
の
で
あ
る
。
大
河
内
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
、
社
会
政
策
は
労
働
条
件
の

統
一
化
・
平
準
化
を
通
し
て
、
労
働
力
の
維
持
・
培
養
を
社
会
的
に
行
な

う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
側
面
に
よ
る
「
－
資
本
制
社
会
そ
の
も
の
」
の
維
持

を
「
目
的
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
労
働
者
階

　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

級
に
と
っ
て
何
ら
「
歴
史
的
進
歩
性
」
を
み
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。

　
で
は
、
社
会
政
策
の
「
歴
史
的
進
歩
性
」
は
、
い
か
な
る
視
点
か
ら
問

題
と
し
う
る
の
か
。
大
河
内
氏
は
、
そ
れ
を
社
会
政
策
を
媒
介
に
し
て
得

ら
れ
る
「
想
は
れ
ざ
る
社
会
的
結
果
」
あ
る
い
は
「
意
図
せ
ざ
る
総
結

果
」
の
視
点
に
お
い
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
社
会
政
策
に
お
い

て
「
目
的
」
と
「
結
果
」
と
は
別
で
あ
る
、
と
い
う
把
握
は
、
　
「
社
会
政

策
の
形
而
上
学
」
に
お
い
て
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会

政
策
の
進
歩
的
役
割
を
ど
の
側
面
に
お
い
て
み
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、

そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
た
。
　
「
一
社
会
政
策
の
形
而
上
学
」
で
は
次
の
ご
と
く

言
う
〕

　
　
「
社
会
政
策
の
『
経
済
的
必
然
性
』
は
、
そ
の
結
果
に
於
て
、
進
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
）

　
的
な
職
能
を
尽
す
も
の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
八

　
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
「
結
果
」
の
側
面
か
ら
社
会
政
策
の
進
歩
的
役

割
を
み
る
視
点
は
、
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
型
社

会
政
策
分
析
を
主
要
な
課
題
と
し
て
い
る
こ
の
期
の
諸
論
文
は
、
　
「
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

的
」
そ
れ
自
体
を
「
進
歩
的
な
も
の
と
は
称
び
能
は
ぬ
」
と
し
つ
つ
、
よ

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

リ
積
極
的
に
、
　
「
結
果
」
に
視
点
を
お
い
て
社
会
政
策
の
歴
史
的
進
歩
性

を
み
よ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
労
働
保
護
立
法
の
持
つ
意
義
は
、
次
の

視
点
に
お
い
て
把
え
ら
れ
る
。

　
　
「
…
…
社
会
政
策
に
於
け
る
主
体
の
意
図
を
姑
く
問
題
外
と
す
れ
ば

　
あ
ら
ゆ
る
社
会
政
策
立
法
は
労
働
者
階
級
の
成
熟
に
役
立
つ
も
の
で
あ

　
る
。
即
ち
先
づ
そ
れ
は
労
働
力
の
平
準
的
な
再
生
産
を
階
級
的
規
模
に

　
於
て
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
階
級
は
政
策
主
体
の

　
意
志
と
は
別
に
彼
の
団
結
的
活
動
の
為
の
肉
体
的
条
件
を
獲
得
す
る
に

　
（
G
）

　
至
る
。
」

　
さ
ら
に
、
労
働
組
合
法
は
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
　
「
我
々
が
団
結
の
自
由
を
中
心
と
す
る
社
会
立
法
を
考
察
す
る
時
、

　
直
接
的
に
は
か
の
『
階
級
協
調
』
が
想
は
れ
意
図
せ
ら
れ
た
意
味
で
は

　
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
間
接
的
に
は
制
度
を
再
編
成
せ
し
め
る
た
め

　
の
組
織
的
力
の
量
的
並
び
に
質
的
増
大
を
媒
介
し
、
か
へ
っ
て
や
が
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

　
『
階
級
協
調
』
そ
の
も
の
の
否
定
者
を
強
大
に
す
る
。
」



　
以
上
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
体
に
よ
っ
て
託
さ
れ
た
「
目
的
」
を
超

え
て
、
社
会
政
策
は
そ
の
「
想
は
れ
ざ
る
結
果
」
と
し
て
労
働
者
階
級
の

「
成
熟
」
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
で
＼
こ
こ
に
こ
そ
労
働
者
階
級
に

と
っ
て
の
社
会
政
策
の
「
進
歩
的
役
割
」
を
み
よ
う
と
し
た
。
大
河
内
氏

の
力
点
は
、
ま
ず
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
。

　
　
「
想
は
れ
ざ
る
社
会
的
結
果
に
於
て
見
る
と
き
、
我
々
は
此
処
に
社

　
会
政
策
諸
立
法
の
積
極
的
意
義
、
社
会
の
発
展
に
於
け
る
そ
の
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

　
役
割
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
」

　
あ
る
い
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
「
社
会
政
策
の
歴
史
的
意
義
は
む
し
ろ
、
与
へ
ら
れ
た
団
結
の
自
由

　
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
負
は
さ
れ
て
み
た
観
念
上
の
任
務
、
『
階
級
協
調
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
を
踏
み
超
え
行
く
と
こ
ろ
に
在
る
。
」

　
大
河
内
氏
に
お
け
る
社
会
政
策
の
「
進
歩
的
役
割
」
あ
る
い
は
「
歴
史

的
意
義
」
は
、
以
上
の
視
点
に
お
い
て
把
握
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
社
会
政
策
の
「
歴
史
的
意

義
」
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
「
真
中
、
六
の
社
会
政
策
」
が
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
や

ら
れ
る
、
即
ち
、
労
働
者
階
級
の
階
級
的
規
模
に
お
け
る
「
成
熟
」
　
（
1

肉
体
的
・
意
識
的
な
）
を
「
結
果
」
と
し
て
も
た
ら
す
社
会
政
策
こ
そ
、

労
働
者
階
級
に
と
っ
て
、
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ

　
　
一
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
1

〔
た
。
ハ
イ
マ
ン
に
と
っ
て
「
真
実
の
社
会
政
策
」
は
、
　
「
社
会
的
理

念
」
の
具
現
化
を
も
っ
て
測
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

大
河
内
氏
に
あ
っ
て
は
「
目
的
」
目
主
体
の
意
志
と
は
独
立
に
も
た
ら
さ

れ
る
「
結
果
」
U
階
級
的
成
熟
が
、
そ
の
基
準
と
な
っ
た
。

　
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
真
実
の
社
会
政
策
」
把
握
は
、
当
面
の
大
河

内
氏
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
と
位
置
が
与
え
ら
れ
た
か
。
ま
ず
、
そ

の
意
義
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
「
社
会
政
策
の
一
般
的
観
念
」
H
批
判
基
準

の
確
立
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
批
判
の
照
準
設
定

で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
「
社
会
政
策
」
な
る
名
称
を
冠
せ
ら
れ
た
諸

政
策
が
氾
濫
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
た
と
え
、
労
働
力
の
維
持
．
培
養
を

そ
の
「
目
的
」
に
お
い
て
内
包
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
政
策
を
通
し

て
労
働
者
階
級
の
階
級
的
規
模
に
お
け
る
「
成
熟
」
を
「
結
果
」
と
し
て

も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
「
歴
史
的
進
歩
性
」
を
形
成
し
え
な
い

政
策
は
、
社
会
政
策
の
名
に
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。
大
河
内
氏
は
こ
の

視
点
を
基
砥
に
据
え
て
日
本
に
お
け
る
「
社
会
政
策
」
の
分
析
を
行
な
っ

た
。
大
河
内
氏
の
「
真
実
の
社
会
政
策
」
論
の
積
極
的
意
義
は
、
こ
こ
に

存
在
す
る
。

　
次
い
で
、
大
河
内
理
論
に
お
け
る
こ
の
「
真
実
の
社
会
政
策
」
の
位
置

で
あ
る
。
大
河
内
氏
は
「
真
実
の
社
会
政
策
」
の
判
断
基
準
た
る
「
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
1
説
　
　
　
　
苑
一

果
」
と
そ
の
政
策
に
託
さ
れ
て
い
る
「
目
的
」
と
の
媒
介
関
係
を
み
す
え

つ
つ
も
、
前
者
に
社
会
政
策
の
歴
史
的
役
割
を
み
た
。
し
た
が
っ
て
「
真

実
の
社
会
政
策
」
は
、
そ
の
「
目
的
」
の
階
級
的
性
格
は
し
ば
ら
く
お
く

と
し
て
も
、
「
結
果
」
と
し
て
労
働
者
階
級
の
「
成
熟
」
を
も
た
ら
す
も

の
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
の
社
会
政
策
は
必
ら
ず
し
も

そ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
　
「
結
果
」
と
し
て
労
働
者
階

級
の
「
成
熟
」
を
も
た
ら
す
社
会
政
策
は
、
よ
く
そ
の
「
目
的
」
に
お
い

て
も
「
．
本
来
的
な
意
味
に
お
け
る
社
会
政
策
」
の
機
能
を
果
た
し
う
る
も

の
一
．
、
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
結
果
」
に
視
点
を
置
い
た
社
会
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玲
）

策
の
意
義
把
握
は
、
こ
の
期
以
降
の
諸
論
文
で
は
後
景
に
し
り
ぞ
く
。
そ

し
て
、
社
会
政
策
は
そ
の
「
目
的
」
の
合
理
的
編
制
す
な
わ
ち
労
働
力
の

維
持
・
再
生
産
、
あ
る
い
は
労
働
力
配
置
な
ど
の
合
理
的
編
制
い
か
ん
に

よ
っ
て
の
み
問
題
と
さ
れ
る
。
勿
論
、
戦
時
深
化
に
あ
っ
て
は
労
働
者
階

級
の
「
成
熟
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
次
第
に
許
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
視
点
を
基
抵
に
置
き
つ
つ
、
如
何
に
社

会
政
策
批
判
を
貫
く
か
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
河
内
氏

の
戦
時
社
会
政
策
論
は
、
こ
の
期
に
獲
得
さ
れ
た
「
真
実
の
社
会
政
策
」

論
の
放
て
き
を
通
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
み

る
時
、
こ
の
期
の
「
真
実
の
社
会
政
策
」
論
は
、
大
河
内
理
論
に
お
い
て

一
〇
〇

特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
真
実
の
社
会
政
策
」
論
は
、
す
ぐ
れ
て
日
本
に
お
け

る
社
会
政
策
的
現
実
に
対
す
る
批
判
的
基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
「
労
働
保
護
立
法
の
理
論
に
就
い
て
」
　
（
『
基
本
問
題
』
一
八

　
　
　
五
頁
）
。

　
（
2
）
　
「
社
会
政
策
の
形
而
上
学
」
　
（
『
基
本
問
題
』
一
二
六
頁
）
。

　
（
3
）
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
（
『
基
本
問
題
』
二
六
九
頁
）
。
引
用

　
　
　
は
『
経
済
学
論
集
』
　
（
第
六
巻
七
号
）
に
よ
る
。
こ
の
個
所
は
、

　
　
　
『
基
本
問
題
』
で
は
、
　
「
本
来
的
な
意
味
に
於
け
る
」
が
欠
落

　
　
　
し
、
た
だ
「
一
般
に
社
会
政
策
立
法
の
一
つ
の
有
力
な
拠
点
は
」

　
　
　
と
変
化
し
て
い
る
。

　
（
4
）
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
（
『
基
本
問
題
』
二
九
二
頁
）
。
こ

　
　
　
の
個
所
も
、
　
『
論
集
』
論
文
と
『
基
本
問
題
』
で
は
、
若
干
の
変

　
　
　
化
が
み
ら
れ
る
。

　
（
5
）
　
『
基
本
問
題
』
一
三
〇
頁
。

　
（
6
）
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
（
『
基
本
問
題
』
二
九
二
頁
）
。
引

　
　
　
用
は
『
論
集
』
に
よ
る
。

　
（
7
）
　
「
危
機
に
於
け
る
社
会
政
策
の
形
態
」
（
『
基
本
問
題
』
三
〇
一



　
　
～
三
〇
二
頁
）
。

（
8
）
　
同
右
、
三
G
O
頁
。

（
9
）
　
同
右
、
三
〇
二
頁
。

（
1
0
）
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
視
点
は
、
　
「
日
本
型
社
会
政
策
」
批
判

　
　
が
後
景
へ
し
り
ぞ
く
の
に
併
行
し
て
消
滅
し
て
い
く
。
　
「
人
的
資

　
　
源
と
社
会
立
法
」
に
お
い
て
は
、
「
『
人
的
資
源
』
調
達
の
問
題
が

　
　
社
会
政
策
の
真
の
対
象
で
あ
る
か
否
か
は
此
拠
で
は
論
じ
な
い
」

　
　
と
す
る
も
の
と
さ
れ
、
人
的
資
源
問
題
が
、
そ
も
そ
も
社
会
政
策

　
　
の
対
象
た
り
う
る
か
否
か
も
こ
こ
で
は
留
保
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

　
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
の
内
容
を
も
つ
か
否
か
は
、
当
然
の
こ
と

　
　
な
が
ら
、
視
野
の
外
で
あ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
　
「
真
実
の
社
会
政
策
」
視
点
は
、
増
訂
版
に
お
い
て

　
　
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
削
除
は
、
時
代
の
進
行
の
厳

　
　
し
さ
を
物
語
る
一
端
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
　
『
著
作
集
』
に

　
　
お
い
て
、
第
一
版
が
復
原
さ
れ
て
い
る
個
所
が
散
見
さ
れ
る
の
に

　
　
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
「
真
実
の
社
会
政
策
」
視
点
を
展
開
し
て

　
　
い
る
相
当
長
い
部
分
は
、
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
「
危
機
に

　
　
於
け
る
社
会
政
策
の
形
態
」
　
「
社
会
政
策
の
日
本
的
形
態
」
の
い

　
　
ず
れ
に
お
い
て
も
復
原
さ
れ
ず
、
削
除
の
ま
ま
で
あ
る
。
戦
時
社

　
一
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
サ
ー

会
政
策
論
の
展
開
と
共
に
、
社
会
政
策
分
析
の
視
点
が
変
化
し
て

い
く
の
を
あ
わ
せ
考
え
る
時
、
こ
の
削
除
の
持
つ
意
味
は
本
質
的

な
も
の
を
含
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
　
日
本
型
社
会
政
策

　
大
河
内
氏
に
お
け
る
「
真
実
の
社
会
政
策
」
論
は
、
　
「
社
会
政
策
の
一

般
的
観
念
」
で
あ
る
と
共
に
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
の
批
判
的
基
準

と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
批
判
の
対
象
と
せ
ら
れ
た

日
本
社
会
政
策
の
問
題
性
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
こ
か

ら
み
て
い
こ
う
。

　
大
河
内
氏
は
端
的
に
次
の
ご
と
く
言
う
。
即
ち
、
問
題
は
「
日
本
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

け
る
社
会
政
策
で
は
な
く
、
ま
さ
に
日
本
的
な
る
社
会
政
策
」
に
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
の
社
会
政
策
の
特
質
は
、
社
会
政
策
の
発
展
段
階

を
基
準
と
し
て
日
本
の
社
会
政
策
が
い
か
な
る
水
準
に
達
し
て
い
る
か
、

と
い
う
秘
慶
の
問
題
で
は
な
く
、
構
造
的
特
殊
性
と
し
て
の
「
日
本
型
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

会
政
策
」
の
問
題
に
あ
る
。
か
く
し
て
、
氏
は
、
そ
の
「
型
」
を
日
本
資

本
主
義
の
構
造
乃
至
型
1
日
本
型
労
働
関
係
i
日
本
型
社
会
政
策
、
と
機

構
的
関
連
の
う
ち
に
把
握
し
、
こ
の
相
互
規
定
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
一
説
　
　
　
　
苑
1
－

　
大
河
内
氏
は
、
　
「
日
本
型
社
会
政
策
」
の
「
型
」
た
る
根
拠
を
明
ら
か

に
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
、
日
本
資
本
主
義
の
構
造
あ
る
い
は
型
の
問

題
を
重
視
す
る
。

　
か
つ
て
、
大
河
内
氏
は
、
社
会
政
策
論
を
真
に
社
会
政
策
論
と
し
て
実

り
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
「
与
へ
ら
れ
た
る
社
会
政
策
的
方
策
を
ば
】
定

の
経
済
的
乃
至
そ
の
上
に
立
っ
て
の
階
級
的
関
係
の
集
中
的
な
凝
結
若
く

は
表
現
と
し
て
取
扱
ふ
事
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
社

会
政
策
は
常
に
先
ず
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
分
析
即
ち
そ
の
矛
盾
の
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
そ
の
分
析
視
角
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
は
、
　
「
概
念
構
成
を
通
じ
て
み
た
る
社
会
政
策
の
変
遷
」
を

貫
い
た
、
社
会
政
策
論
を
生
起
せ
し
め
る
客
観
的
基
盤
1
1
資
本
主
義
の
矛

盾
の
展
開
に
視
点
を
お
い
て
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
に
獲
得
さ
れ
た
分
析
視
角
”
「
矛
盾
の
解
剖
」
は
、
こ
の
段
階

に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
の
問
題
性
μ
「
型
」
を
規
定
し
て

い
る
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
性
の
解
明
を
要
求
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
資

本
主
義
の
構
造
U
「
型
」
の
分
析
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
大
河
内
氏
は
次
の
ご
と
く
言
う
。

　
　
「
言
ふ
迄
も
な
く
夫
々
の
国
民
経
済
は
そ
の
構
造
に
於
て
特
殊
な
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
を
持
つ
。
そ
れ
と
同
様
に
、
夫
々
の
国
民
経
済
は
そ
の
構
造
に
応
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
特
殊
な
社
会
政
策
を
持
つ
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
、
」

　
あ
る
い
は
、

　
　
　
「
社
会
政
策
が
資
本
主
義
経
済
社
会
の
全
政
策
の
一
分
肢
で
あ
る
限

　
り
、
そ
れ
は
当
然
こ
の
政
策
の
拠
て
立
つ
経
済
社
会
そ
の
も
の
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
ロ

　
の
規
定
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
大
河
内
氏
に
と
っ
て
の
、
社
会
政
策
を
資
本
主
義
の
構
造
と
の
内
的
連

関
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
も
し
こ
の
認
識
が
欠
如
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

時
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
は
た
か
だ
か
発
展
の
程
度
に
解
消
さ
れ
て

し
ま
い
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
の
特
殊
性
H
特
殊
的
位
置
と
そ
の
型

が
明
ら
か
に
さ
れ
得
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
河

内
氏
に
あ
っ
て
は
社
会
政
策
の
特
殊
性
H
そ
の
位
置
と
型
が
、
当
該
資
本

主
義
の
構
造
と
い
か
な
る
内
的
連
関
に
お
い
て
構
造
的
必
至
性
を
も
つ
か

が
問
題
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
資
本
主
義
の
「
構
造
乃
至
型
」
の
分
析

．
検
出
を
具
体
的
前
提
と
し
、
そ
の
構
造
的
連
関
の
も
と
に
社
会
政
策
の

「
構
造
乃
至
型
」
を
検
出
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
社
会
政
策
の
分
析
視
角
と

し
て
す
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
大
河
内
氏
に
あ
っ
て
日
本
資
本
主
義
の
型
が
ど
の
よ
う
に
把

握
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
要
約
は
略
す
。
そ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
ご
と
く
、
『
講
座
』
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
た
特
殊
構
成
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
資
本
主
義
の
構
造
の
も
と

に
編
成
さ
れ
る
労
働
関
係
は
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
存
在
形
態
の
検
出
に

眼
を
む
け
よ
う
。
大
河
内
氏
は
、
資
本
主
義
の
構
造
と
社
会
政
策
の
型
と

を
具
体
的
に
媒
介
す
る
基
盤
と
し
て
「
労
働
関
係
の
型
」
を
位
置
付
け
、

そ
れ
を
問
題
と
す
る
。

　
大
河
内
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
即
ち
、
　
「
社
会
政
策
の
日
本
的
特
質

の
規
定
も
・
－
…
労
働
事
情
の
日
本
的
形
態
の
分
析
の
上
に
の
み
可
能
」
と

頓
祝
。
そ
し
て
、
こ
の
「
労
働
事
情
の
日
本
的
形
態
」
は
、
基
抵
的
に
は

　
「
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
的
構
造
よ
り
由
来
」
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
日
本
に
お
け
る
労
働
関
係
H
労
働
事
情
の
特
殊
性
と
は
何
㎡
．
、
あ

っ
た
か
。
大
河
内
氏
は
、
第
一
に
、
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
外
被
の
下
に

内
実
と
し
て
支
配
し
て
い
る
「
身
分
的
隷
属
関
係
」
、
第
二
に
、
プ
て
の
「
身

分
的
隷
属
関
係
」
の
下
で
強
制
さ
れ
て
い
る
低
賃
金
．
過
度
労
働
、
と
を

　
「
労
働
事
情
の
日
本
的
特
質
」
と
す
る
。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

　
　
　
「
日
本
に
於
て
も
、
賃
労
働
は
賃
労
働
で
あ
っ
て
奴
隷
労
働
で
は
な

　
く
、
労
働
力
は
資
本
主
義
的
商
品
と
し
て
現
は
れ
そ
れ
以
外
の
も
の
で

　
は
な
い
・
此
の
場
合
賃
労
働
は
形
式
上
資
本
主
義
的
範
疇
で
あ
る
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
　
言
へ
、
そ
れ
は
実
質
上
身
分
的
隷
属
関
係
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
」

　
　
　
1
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
、
－

　
こ
こ
に
お
け
る
大
河
内
氏
の
把
握
は
、
賃
労
働
は
「
範
疇
」
と
し
て
は

「
資
本
主
義
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
範
疇
」
の
確
定
に

よ
っ
て
は
日
本
に
お
け
る
賃
労
働
の
具
体
的
存
在
様
式
口
「
特
殊
性
」
は

検
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
範
疇
」
の
内
実
を
規
定
し
て
い
る

特
殊
的
関
係
こ
そ
が
問
題
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
特
殊
性
と
は
、
「
賃

銀
契
約
の
外
被
の
下
に
被
は
れ
た
封
建
的
隷
属
関
係
、
実
質
上
の
身
分
制

的
労
働
関
係
」
と
し
て
総
括
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

「
身
分
制
的
隷
属
関
係
」
は
、
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
特
殊
性
、
配
、
構
成

す
る
要
件
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
急
速
な
る
発
展
を
支
え
た
条
件
で
も
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
労
働
関
係
の
日
本
的
特
質
」
は
、
日
本
資
本
主

義
の
存
立
条
件
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
構
造
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く

し
て
・
大
河
内
氏
は
次
の
よ
う
に
、
こ
の
労
働
関
係
は
．
過
渡
的
」
な
も

の
で
は
あ
り
え
ず
、
構
造
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　
　
「
構
造
的
理
由
か
ら
与
へ
ら
れ
て
る
る
我
国
の
隷
属
的
労
働
関
係

　
は
、
農
村
一
都
市
に
於
け
る
労
働
条
件
の
相
互
的
制
約
の
故
に
、
労
働

　
の
商
品
性
の
外
被
に
も
拘
は
ら
ず
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
共
に
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
次
に
解
消
し
得
べ
き
過
渡
的
な
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
」

　
第
二
の
低
賃
金
・
過
度
労
働
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
た
だ
、
こ
の
低
賃
金
・
過
度
労
働
が
「
農
村
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
！
説
　
　
　
　
苑
i
－

関
係
」
と
の
相
互
規
定
的
関
係
の
も
と
に
規
定
さ
れ
る
構
造
的
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
把
握
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
労
働
事
情
の
日
本
的
特
質
」
を
基
盤
と
し
て

展
開
す
る
日
本
社
会
政
策
は
、
い
か
な
る
特
殊
性
を
構
成
す
る
か
。

　
ま
ず
、
　
「
本
来
の
社
会
政
策
」
は
、
さ
き
に
示
し
た
よ
う
に
、
　
「
身
分

制
的
労
働
関
係
」
口
「
初
期
資
本
主
義
的
労
働
関
係
」
の
止
揚
者
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
日
本
に
あ
っ
て
は
、
「
身

分
制
的
労
働
関
係
」
を
主
要
因
と
す
る
「
日
本
的
労
働
事
情
」
は
、
日
本

資
本
主
義
の
構
造
と
そ
の
発
展
と
に
深
く
連
繋
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
過
渡
的
な
も
の
で
な
く
、
構
造
的
な
も
の
で
あ
り
、
　
「
型
」
た
る

も
の
イ
．
、
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
上
に
展
開
す
る
「
社
会
政
策
」
は

そ
の
「
日
本
的
労
働
事
情
」
の
止
揚
者
と
し
て
決
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
「
労
働
事
情
」
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
維
持
・
再

編
の
た
め
に
機
能
す
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
に
あ
っ
て
は
「
社
会
政
策
」

は
、
言
葉
と
内
容
と
を
統
一
せ
る
社
会
政
策
の
発
展
段
階
の
一
階
梯
を
示

す
も
の
で
は
な
く
、
言
葉
と
内
容
と
が
一
致
し
え
な
い
「
日
本
的
社
会
政

策
」
あ
る
い
は
「
日
本
型
社
会
政
策
」
な
の
で
あ
る
。

　
大
河
内
氏
は
、
こ
の
「
日
本
的
労
働
事
情
」
と
「
日
本
型
社
会
政
策
」

と
の
機
構
的
連
関
を
、
こ
の
期
の
諸
論
文
の
中
で
集
中
的
に
追
求
し
た
の

一
〇
四

で
あ
っ
た
。

　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
に
お
い
て
、
退
職
手
当
制
度
の
法
制
化
の

中
に
は
ら
ま
れ
て
い
る
諸
矛
盾
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
れ
が
「
福
利
施
設

の
社
会
政
策
化
」
ロ
「
日
本
的
社
会
政
策
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ょ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
分
析
に
お
け
る
基
本
視
角
は
、
日
本
に
お

け
る
「
隷
属
的
労
働
関
係
は
、
農
村
一
都
市
に
お
け
る
労
働
条
件
の
相
互

的
制
約
の
故
に
、
－
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
共
に
漸
次
に
解
消
し
得
べ

き
過
渡
的
な
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
把
握
に
据
え
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
退
職
手
当
制
度
の
法
制
化
も
、
こ
の
基
本
規
定
に
規
定
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
労
働
関
係
に
於
け
る
身
分
制
的
性
格
を
強
め
之
か

ら
一
切
の
階
級
関
係
的
な
る
あ
羨
き
去
り
得
る
が
如
き
社
会
蜘
騨

と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
大
河
内
氏
は
次
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

　
　
「
退
職
手
当
が
福
利
施
設
と
し
て
の
本
質
を
止
揚
し
得
ざ
る
限
り
、

　
仮
令
法
制
化
が
此
の
傾
向
を
促
進
せ
し
め
得
様
と
も
、
社
会
政
策
と
し

　
て
の
退
職
積
立
金
法
は
そ
の
福
利
施
設
的
内
容
の
故
に
魯
合
致
第
伽
恥

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

史
的
役
割
は
充
分
に
現
は
る
る
を
得
ず
、
そ
れ
へ
の
漸
次
的
傾
向
を
内

包
し
つ
つ
も
、
而
も
本
来
の
団
結
権
・
罷
業
権
の
貫
徹
を
生
み
出
さ

ず
、
寧
ろ
経
営
の
た
め
の
従
者
・
家
臣
団
を
創
り
、
忠
勤
的
労
働
関
係



　
を
創
る
方
向
に
働
く
。
社
会
政
策
的
外
皮
の
裡
に
福
利
施
設
的
内
容
を
、

　
包
蔵
し
て
み
る
点
に
我
々
は
社
会
政
策
に
於
け
る
日
本
的
な
る
も
の
を

　
　
　
ハ
め
ロ

　
見
出
す
。
」
　
（
傍
点
引
用
者
）

　
「
危
機
に
於
け
る
社
会
政
策
の
形
態
」
で
は
、
。
農
村
社
会
政
策
」
．
社

会
事
業
諸
施
策
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
　
「
日
本
的
社
会
政
策
」
が
検
出
さ

れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
大
河
内
氏
の
分
析
視
角
は
、
ま
ず
、
　
「
農
村
社
会

政
策
」
の
対
象
と
せ
る
農
村
の
結
核
、
体
力
低
下
の
根
本
原
因
が
、
　
．
農

村
土
地
関
係
」
と
そ
れ
と
の
相
互
的
制
約
関
係
に
あ
る
賃
労
働
の
特
質
と

に
あ
る
・
と
い
う
把
握
に
置
か
れ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す

る
。　

　
「
原
因
は
か
へ
っ
て
、
農
村
子
女
の
多
数
を
家
計
補
充
的
出
稼
人
と

　
し
て
都
市
の
工
場
へ
送
り
出
さ
ざ
る
を
得
ぬ
農
家
の
窮
乏
の
裡
に
、
実

　
に
か
か
る
窮
乏
そ
の
も
の
を
固
定
し
乍
ら
再
生
産
し
つ
つ
あ
る
我
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
ロ

　
農
村
土
地
関
係
の
裡
に
、
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
」

　
で
は
・
　
「
農
村
社
会
政
策
」
と
は
、
　
「
社
会
政
策
が
今
や
農
村
土
地
問

題
の
解
決
に
向
つ
た
こ
と
」
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
結
果

と
し
て
招
来
さ
れ
た
結
核
・
体
力
低
下
に
対
す
る
「
農
村
保
健
国
策
」
に

す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
農
村
社
会
政
策
」

は
あ
た
か
も
「
我
々
独
特
な
」
社
会
政
策
の
樹
立
と
し
て
強
調
さ
れ
て
登

　
　
一
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
，
i

場
し
て
き
た
・
日
本
の
社
会
政
策
は
、
こ
こ
で
も
亦
、
日
本
的
労
働
事
情

と
そ
れ
を
規
定
せ
る
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構
造
の
止
揚
に
向
か
う
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
、
か
つ
そ
れ
ら
の
維
持
．
再
編
に
従
属
す

る
政
策
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
河
内
氏
は
日
本
的
社
会

政
策
の
構
造
的
必
至
性
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

　
　
「
社
会
事
業
的
諸
方
策
が
社
会
立
法
乃
至
は
社
会
政
策
の
名
の
下
に

　
登
場
し
た
こ
と
は
二
つ
の
点
を
基
礎
と
し
て
み
る
。
即
ち
一
方
に
於
て

　
は
、
本
来
的
な
社
会
政
策
の
必
要
に
も
拘
は
ら
ず
そ
の
実
現
不
可
能
な

　
客
観
的
情
勢
と
、
他
方
に
於
て
は
、
永
年
の
社
会
政
策
上
の
怠
慢
の
累

　
積
が
遂
に
最
少
限
度
の
保
護
・
救
済
施
設
・
．
、
し
て
の
各
種
の
社
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ロ

　
の
登
場
を
不
可
避
の
も
の
た
ら
し
め
た
こ
と
。
」

　
こ
の
相
剋
の
中
で
、
社
会
事
業
が
社
会
政
策
の
代
替
物
と
な
り
、
さ
ら

に
は
こ
れ
が
「
日
本
的
社
会
政
策
」
と
範
疇
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
展
開
の
も
と
で
は
、
　
「
社
会
立
法
の
核
心
た
る
労
働
立
法
の
一
歩
前

進
に
と
り
て
は
何
物
を
も
寄
与
」
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
大
河

内
氏
は
「
社
会
事
業
の
不
可
避
的
な
繁
栄
と
共
に
本
来
の
社
会
政
策
は
ま

さ
に
『
危
機
』
に
陥
っ
た
」
と
結
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
大
河
内
氏
に
お
け
る
「
日
本
型
社
会
政
策
」
の

構
成
を
み
て
き
た
。
大
河
内
氏
は
、
そ
れ
を
、
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
C
五



　
　
　
一
説
　
　
　
　
苑
－
1

造
一
日
本
的
労
働
関
係
一
白
本
型
社
会
政
策
、
と
い
う
展
開
序
列
と
そ
れ

ら
の
相
互
規
定
関
係
と
に
よ
っ
て
構
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
貫
か
れ
た
も
の
は
、
社
会
政
策
の
本
来
的
機
能
と

そ
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
労
働
者
階
級
の
「
成
熟
」
－
1
「
真
実
の

社
会
政
策
」
視
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
（
「
「
基
本
問
題
』
二
六
八
頁
）
。

　
（
2
）
　
「
社
会
政
策
－
日
本
に
於
け
る
社
会
政
策
へ
の
反
省
！
」
（
『
経

　
　
　
済
学
論
集
』
第
八
巻
一
号
）
。

　
（
3
）
　
「
，
概
念
構
成
を
通
じ
て
み
た
る
社
会
政
策
の
変
遷
」
（
「
社
会
政
策

　
　
　
の
経
済
理
論
』
三
六
二
頁
）
。
た
だ
し
、
引
用
は
『
経
済
学
論
集
』

　
　
　
（
第
一
巻
九
号
、
第
二
巻
一
号
）
に
よ
っ
た
。
　
『
経
済
理
論
』
所

　
　
収
論
文
の
表
題
は
、
　
「
社
会
政
策
概
念
の
史
的
発
展
」
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
　
「
経
済
理
論
』
所
収
論
文
は
、
原
論
文
の
重
大
な
修
正
を

　
　
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
修
正
は
、
大
河
内
理
論
の
体
系
化
の
道
程

　
　
　
に
お
け
る
理
論
構
成
の
変
化
に
つ
ら
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
た
だ
し
、
そ
の
確
定
は
、
具
体
的
な
検
討
の
な
か
で
、
果
た
さ
る

　
　
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
（
『
基
本
問
題
』
二
六
八
頁
）
。

（
5
）
　
「
社
会
政
策
－
－
日
本
に
於
け
る
社
会
政
策
へ
の
反
省
i
」
（
～
一
、
経

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

済
学
論
集
』
第
八
巻
一
号
）
。

一
〇
六

　
　
対
し
て
、

　
　
会
政
策
の

　
　
点
が
移
っ
て

　
　
一
、
一
．
貞
参
照
）
。

（
1
2
）
　
「
危
機
に
於
け
る
社
会
政
策
の
形
態
」
（
『
基
本
問
題
』
ガ
、
〇
五

　
　
～
一
、
、
一
〇
山
ハ
頁
）
。

（
1
3
）
　
同
右
、
一
一
一
〇
八
～
ゴ
、
一
〇
九
頁
。

三
　
　
「
日
本
型
社
会
政
策
」
の
揚
棄
一
そ
の
展
望

で
は
、
大
河
内
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
社
会
政
策
の
展
開
を
い
か
に
展

　
戸
塚
秀
夫
、
前
掲
論
文
、
二
三
頁
。

　
「
社
会
政
策
－
日
本
に
於
け
る
社
会
政
策
へ
の
反
省
1
」
。

　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
　
（
『
基
本
問
題
』
二
七
〇
頁
）
。

　
同
右
、
二
七
三
貞
。

　
同
右
、
二
七
一
」
、
一
頁
。

　
同
右
、
二
九
」
一
．
一
頁
。
な
お
、
こ
の
引
用
部
分
は
、
増
訂
版
、
著

作
集
版
に
お
い
て
は
大
き
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
総
じ

て
、
第
一
版
で
は
、
日
本
型
社
会
政
策
批
判
に
力
点
が
あ
る
の
に

　
　
　
　
増
訂
版
で
は
、
「
日
本
的
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
　
一
つ
の
新
し
い
方
向
」
と
し
ず
－
、
、
展
望
へ
の
期
待
に
重

　
　
　
　
　
い
る
（
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
戸
塚
論
文
、
四



望
し
た
か
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
み
て
い
く
二
と
と
す
る
。

　
こ
の
期
に
お
い
て
そ
の
展
望
は
二
つ
の
基
本
方
向
で
示
さ
れ
る
。
ひ
と

つ
は
・
「
真
実
の
社
会
肇
」
の
展
開
不
可
能
性
、
ひ
と
つ
は
、
戦
時
経

済
1
1
重
化
学
工
業
の
展
開
に
対
応
す
る
「
社
会
政
策
」
の
必
至
性
と
そ
の

特
質
。
前
者
の
視
角
は
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
に
鋭
く
貫
か
れ
、
次

第
に
後
者
の
視
角
に
比
重
が
移
動
し
、
　
「
社
会
政
策
の
日
本
的
形
態
」
で

は
後
者
の
視
角
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
さ
て
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
　
．
－
本
来
的
な
社
会
政
策
」
の
機
能

は
初
期
資
本
主
義
的
労
働
関
係
“
身
分
制
的
隷
属
的
労
働
関
係
の
止
揚
と

資
本
主
義
的
労
働
関
係
の
創
出
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
あ
っ
て

は
・
ま
さ
に
こ
の
隷
属
的
労
働
関
係
は
日
本
資
本
主
義
の
存
立
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
造
的
特
殊
性
と
発
展
に
深
く
連
繋
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
　
「
日
本
的
労
働
事
情
」
は
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
過
渡
的
な

も
の
で
な
く
、
構
造
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
次
の
ご
と
く
一
　
一
・

　
う
。

　
　
　
「
労
働
関
係
に
於
け
る
－
…
身
分
制
よ
り
契
約
制
へ
の
真
実
の
展
開

　
　
は
特
殊
な
資
奎
義
社
会
の
場
倉
は
肇
的
采
可
能
で
あ
昆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
エ
ロ

　
　
発
展
の
途
は
遮
断
さ
れ
る
。
」

　
　
近
代
的
U
資
本
主
義
的
労
働
関
係
の
展
開
が
構
造
的
に
不
可
能
で
あ
る

　
　
　
一
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
1
．

な
ら
ば
、
　
「
か
か
る
労
働
関
係
（
「
U
隷
属
的
」
）
の
止
揚
を
企
図
す
る
あ

ら
ゆ
る
社
会
政
策
は
、
日
本
資
本
主
義
の
存
立
条
件
の
確
保
の
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ラ
ロ

許
容
し
得
べ
く
友
か
っ
た
の
で
あ
る
」
．
そ
こ
で
、
大
河
内
氏
は
、
次
の

よ
う
に
言
う
。

　
　
「
労
働
者
を
そ
の
隷
属
性
よ
り
解
放
す
る
途
は
此
の
二
つ
の
社
会
政

策
↑
労
働
組
合
法
と
失
業
保
険
制
度
）
の
成
立
に
在
る
が
、
こ
の
国

　
の
資
本
主
義
は
果
し
て
之
を
許
容
し
得
る
だ
け
の
可
能
性
を
持
っ
て
み

る
で
あ
ら
う
か
盛
雰
簿
筐
除
か
、
み
激
聡
慧
攣

ひ
諏
鯨
聖
彙
慕
い
募
緊
怒
、
（
傍
点
引
男

　
　
［
日
本
的
労
働
事
情
」
の
崩
壊
は
．
機
構
」
そ
の
も
の
崩
壊
を
結
果
す

る
－
一
こ
の
両
者
は
こ
の
よ
う
な
構
造
的
連
関
の
も
と
に
あ
る
と
把
握
さ
れ

た
。
　
「
本
来
的
な
社
会
政
策
」
は
日
本
資
本
主
義
の
も
と
で
開
花
す
る
余

地
を
ぴ
だ
し
え
蘇
．
大
河
内
氏
は
こ
の
．
口
ぞ
鋭
く
提
起
し
房
で
あ

　
つ
た
。

　
　
で
は
、
そ
の
開
花
の
展
望
は
。
そ
の
展
望
は
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構

成
の
解
体
に
も
と
め
ら
れ
る
。
大
河
内
氏
が
そ
れ
を
明
示
し
て
い
な
い
と

　
し
て
も
、
そ
の
結
論
は
前
述
の
論
理
の
必
然
的
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
と
隣

　
り
合
わ
せ
て
い
る
。
大
河
内
氏
の
論
理
を
た
ど
れ
ば
そ
こ
に
行
き
つ
く
で

あ
ろ
う
・
裏
わ
ち
・
「
呆
程
会
政
策
ヒ
ダ
再
々
再
生
産
さ
せ
る
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
r
説
　
　
　
　
苑
－
一

構
判
．
呆
的
労
働
藩
と
農
村
土
地
関
係
の
特
葎
と
の
相
互
規
定
的

関
係
」
の
解
体
。
し
た
が
っ
て
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構
成
の
解
体
。
農

村
土
地
関
係
の
解
決
を
通
し
て
．
相
互
規
定
的
関
係
」
の
媒
介
諸
要
因
口

出
稼
型
賃
労
働
、
潜
在
的
過
剰
人
口
を
解
決
し
、
そ
れ
を
通
し
て
日
本
的

労
働
事
情
U
隷
属
的
関
係
、
低
賃
金
、
過
度
労
働
を
揚
棄
す
る
こ
と
・
こ

の
近
代
的
一
資
本
主
義
的
労
働
関
係
の
も
と
で
「
真
実
の
社
会
政
策
」
は

満
面
開
花
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
河
内
氏
は
隷
属
的
労
働
関
係
の
止
揚
を
社
会
政

策
に
託
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
機
構
そ
の
も
の
の
解
体
に
求
め
た
の
で

あ
っ
た
．
課
題
は
機
構
そ
の
も
の
の
解
体
で
あ
る
．
本
来
的
な
社
会
肇

は
そ
の
後
に
く
る
、
と
．
「
呆
型
社
会
政
策
」
の
止
揚
は
・
讐
の
解

体
に
お
い
て
展
望
し
た
。
こ
の
期
の
大
河
内
氏
は
こ
の
地
点
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
視
点
は
次
第
に
転
回
し
、
次
の
視
点
へ
と
移
動
す
る
。

す
な
わ
ち
、
戦
時
経
済
輩
化
学
工
業
開
倖
う
重
化
学
工
業
労
働
力

不
足
、
そ
れ
に
対
応
す
る
労
働
力
政
策
の
必
至
管
径
会
肇
」
の
転

回
．
し
か
も
な
お
、
大
河
内
氏
は
こ
の
「
必
至
性
」
当
転
回
」
展
望

し
つ
つ
、
同
時
に
そ
の
中
に
．
，
日
本
的
特
質
」
を
検
出
す
る
。
次
に
こ
れ

タ
」
み
よ
う
。

　
「
日
本
資
本
主
義
の
急
速
な
帝
国
主
義
的
確
立
と
躍
進
の
豊
富
な
土
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
C
八

た
り
し
も
の
が
『
安
価
な
』
労
働
力
に
外
な
ら
な
か
っ
た
」
し
、
　
「
農
村

家
計
補
充
型
．
出
稼
型
労
銀
と
初
期
資
本
主
義
型
通
長
労
働
と
は
、
－
－

呆
資
奎
義
の
弱
味
霜
撃
て
余
嘉
あ
っ
眉
四
・
果
に
お
け
る

繊
維
工
業
の
隆
盛
は
、
こ
の
労
働
力
を
基
盤
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結

果
と
し
て
生
ず
る
．
労
働
力
の
磨
滅
と
健
康
破
壊
」
は
、
農
村
に
お
け
る

体
力
低
下
と
結
核
を
一
般
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
へ
の
対
応
は

．
日
本
型
社
会
政
策
」
た
る
。
農
村
社
会
政
策
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

「
日
本
型
社
会
政
策
」
が
、
た
と
え
、
　
「
労
働
力
の
磨
滅
と
健
康
破
壊
」

を
解
決
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
存
立
し
え
た
。
何

故
な
ら
、
日
本
に
お
け
る
産
業
編
成
の
重
点
が
繊
維
工
業
に
あ
る
か
ぎ

り
、
そ
の
労
働
力
は
、
　
．
農
村
土
地
関
係
」
に
か
た
く
結
び
つ
け
ら
れ
・

再
生
産
さ
れ
た
か
ら
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
我
国
産
業
編
成
の
重
点
が
繊
維
工
業
よ
り
軍
需
型
工

業
へ
移
っ
た
の
に
対
応
し
て
、
労
働
力
の
磨
滅
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

る
領
域
も
亦
移
動
す
る
」
。
し
か
も
、
　
繊
維
工
業
に
あ
っ
て
は
許
容
せ
ら

れ
て
い
た
「
喰
い
つ
ぶ
し
」
は
、
軍
需
け
重
工
業
に
あ
っ
て
は
障
害
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
軍
需
目
重
工
業
は
、
そ
の
拡
充
発
展
の
た
め
そ
れ
に

照
応
す
る
量
と
質
の
．
労
働
力
の
維
持
・
培
養
策
」
を
要
請
す
る
に
至
る

で
あ
ろ
う
．
大
河
内
氏
は
、
以
上
の
よ
う
に
．
労
働
力
の
維
持
培
養
策
」



の
凶
蚤
悔
を
展
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
問
題
は
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
現
段
階
に
お
け
る
特
質
で
あ
っ
た
。
大

河
内
氏
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
「
高
度
な
軍
需
産
業
機
構
と
、
劣
悪
な
労
働
条
件
の
下
に
磨
滅
せ
る

　
労
働
力
と
の
結
合
の
裡
に
、
現
段
階
に
お
け
る
労
働
関
係
の
日
本
的
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
質
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
結
合
自
体
の
含
む
矛
盾
の
解
決
策
と
し
て

　
の
『
労
働
力
の
培
養
』
労
働
者
保
護
（
と
り
わ
け
熟
練
工
の
保
護
）
に

　
向
は
ざ
る
を
得
な
い
点
に
社
会
政
策
に
於
け
る
日
本
的
特
質
が
潜
ん
で

　
　
も
ロ

　
み
る
、
」
　
（
傍
点
引
用
者
）

　
　
「
労
働
力
の
培
養
」
は
、
拡
充
発
展
せ
る
軍
需
H
重
工
業
と
労
働
力
の

全
般
的
磨
滅
化
と
の
「
矛
盾
の
解
決
策
」
と
し
て
現
出
し
て
い
る
。
で
は
、

そ
れ
は
は
た
し
て
展
開
可
能
な
の
か
。
そ
も
そ
も
「
労
働
力
の
全
般
的
磨

滅
化
」
の
究
極
的
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
今
ま

で
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構
造
を
規
定
す
る
「
農
村

土
地
関
係
」
を
基
盤
に
し
て
再
生
産
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

基
盤
た
る
・
農
村
壷
関
係
」
事
憲
掌
累
、
軍
需
壷
藁
と

労
働
力
の
全
般
的
磨
滅
化
と
の
．
矛
眉
の
解
決
策
」
と
し
て
。
労
働
力
の

培
養
策
」
を
遂
行
す
る
i
大
河
内
氏
は
、
た
と
え
労
働
者
保
護
が
現
出
し

た
と
し
て
も
、
こ
こ
に
も
「
社
会
政
策
の
日
本
的
特
質
」
を
み
い
だ
し
た

　
　
・
－
－
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
一

の
で
あ
［
た
・
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
河
内
氏
は
、
次
の
二
つ
の
社
会
政
策
の

「
組
み
合
せ
」
こ
そ
、
「
社
会
政
策
の
日
本
型
の
根
幹
」
で
あ
る
、
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
「
一
方
に
於
て
は
、
明
治
初
期
以
来
の
主
導
産
業
た
り
し
繊
維
工
業

　
に
よ
る
労
働
力
の
全
国
的
喰
潰
し
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
半
封
建
的
な

　
農
村
土
地
関
係
に
由
来
す
る
農
家
の
慢
性
的
窮
迫
．
栄
養
不
良
に
よ
っ

　
て
加
重
さ
れ
た
農
村
結
核
の
蔓
延
・
侵
蝕
と
農
村
人
口
の
『
体
位
低
下
』

　
と
に
対
応
す
る
農
村
社
会
事
業
乃
至
農
村
保
健
口
医
療
国
策
体
系
。
他

　
方
に
於
て
は
、
…
…
軍
需
型
重
工
業
を
中
心
と
す
る
『
生
産
力
の
拡

　
充
』
に
対
応
す
る
所
の
労
働
力
の
磨
滅
の
防
止
と
進
ん
で
労
働
力
の
量

　
的
並
に
質
的
『
培
養
』
、
『
健
全
な
る
』
重
工
業
熟
練
労
働
力
の
維
持
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ロ

　
確
保
・
創
設
を
目
標
と
す
る
本
来
的
な
『
工
場
立
法
』
。
」

　
こ
の
組
み
合
わ
せ
の
な
か
で
、
　
．
労
働
者
保
護
」
は
、
よ
く
進
み
う
る

か
。
「
－
生
産
力
拡
充
」
と
労
働
力
の
全
般
的
磨
滅
の
解
決
策
U
．
労
働
者
保

護
」
は
、
他
方
で
「
農
村
社
会
事
業
U
社
会
政
策
」
で
も
っ
て
補
完
さ
れ

る
。
そ
の
後
者
は
、
労
働
力
の
全
般
的
磨
滅
を
解
決
す
る
も
の
で
な
く
、

そ
れ
を
糊
塗
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
　
．
農
村
社
会
政
策
」

は
、
　
「
工
場
立
法
」
を
掘
り
崩
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
「
工
場
立
法
」
は

　
「
生
産
力
拡
充
」
と
労
働
力
の
全
般
的
磨
滅
と
の
解
決
を
果
た
す
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
G
九



　
　
1
説
　
　
　
　
苑
－
－

く
、
そ
の
相
剋
の
な
か
で
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
河
内

氏
が
こ
の
二
つ
の
体
系
の
組
み
合
わ
せ
の
な
か
に
み
た
も
の
は
、
こ
れ
～
．
」

あ
っ
た
。

　
し
た
が
り
て
、
大
河
内
氏
は
、
軍
需
重
工
業
の
展
開
に
対
応
し
て
あ
ら

わ
れ
た
「
工
場
立
法
」
の
な
か
に
、
日
本
的
労
働
事
情
の
止
揚
を
み
る
こ

と
は
し
な
が
つ
た
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
日
本
的
労
働
事
情
を
解
決
す
る

こ
と
な
く
、
そ
の
維
持
の
う
え
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
と

は
、
　
「
産
業
平
和
」
策
の
日
本
的
特
質
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。

　
　
「
か
の
軍
事
工
廠
に
於
け
る
横
断
的
組
合
の
禁
止
と
メ
ー
デ
ー
の
排

　
撃
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
た
労
働
者
の
自
主
的
運
動
に
対
す
る
禁
圧
、

　
軍
需
産
業
に
於
け
る
熟
練
労
働
力
を
根
幹
と
す
る
所
の
労
働
組
織
の
位

　
階
制
的
身
分
秩
序
の
整
備
・
強
化
、
更
に
之
等
の
動
向
を
間
接
的
に
補

　
強
す
る
巨
額
な
『
恩
恵
的
』
福
利
施
設
、
之
等
の
も
の
の
三
位
］
体
的

　
抱
合
の
裡
に
、
皮
肉
に
も
危
機
期
に
於
け
る
『
産
業
平
和
』
策
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
ロ

　
の
社
会
政
策
の
日
本
的
特
質
が
横
た
は
つ
て
る
る
。
」

　
「
重
工
業
熟
練
労
働
力
の
維
持
・
確
保
・
創
設
」
政
策
は
、
こ
の
鉄
の

ご
と
き
日
本
的
特
質
の
「
産
業
平
和
」
策
を
重
要
な
補
完
部
分
と
し
て
の

み
展
開
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
重
工
業
展
開
に
対
応
す
る
「
労
働
力
維

持
」
政
策
に
あ
っ
て
さ
え
、
こ
の
補
完
を
必
要
と
す
る
。
ま
さ
に
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

は
「
危
機
に
於
け
る
日
本
資
本
主
義
」
の
社
会
政
策
な
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
は
こ
の
社
会
政
策
は
、
　
「
日
本
的
労
働
事
情
」
の
止
揚
に

機
能
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
う
え
に
展
開
す
る
。
大
河
内
氏
は
、
　
「
労
働

力
の
培
養
」
策
の
必
至
性
を
展
望
し
つ
つ
も
、
依
然
と
し
て
そ
の
「
日
本

的
特
質
」
を
こ
こ
に
お
い
て
も
検
出
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
桎
梏
は
「
農
村
土
地
関
係
」
、
　
そ
し
て
そ
れ
と
相
互
規
定
的
関
係
の
も

と
に
あ
る
「
日
本
的
労
働
関
係
」
、
　
総
じ
て
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構
造

に
あ
る
。
展
望
は
、
そ
の
桎
梏
の
止
揚
の
後
に
お
い
て
、
　
「
社
会
政
策
と

福
利
施
設
」
に
あ
っ
て
は
こ
れ
が
鋭
角
的
に
提
示
さ
れ
た
。
　
「
社
会
政
策

の
日
本
的
形
態
」
は
、
　
「
労
働
力
維
持
」
政
策
の
必
至
性
を
展
望
し
つ
つ

も
、
こ
の
視
点
に
よ
っ
て
こ
れ
を
限
定
付
け
た
。
し
か
し
、
戦
時
経
済
に

お
け
る
「
労
働
力
維
持
」
政
策
の
必
至
性
と
そ
れ
に
対
応
す
る
日
本
資

本
主
義
の
特
殊
構
成
解
体
へ
の
必
至
性
と
の
展
望
は
、
こ
の
期
以
降
次
第

　
　
　
　
　
　
だ
　
ロ

に
前
景
に
で
て
く
る
。
こ
の
論
文
は
、
そ
の
萌
芽
を
示
し
つ
つ
も
、
な
お

「
日
本
型
社
会
政
策
」
の
機
構
的
必
然
性
を
示
し
、
こ
の
視
点
で
も
っ
て

「
労
働
力
維
持
」
政
策
の
日
本
的
特
質
を
規
定
し
た
。

　
総
じ
て
こ
の
段
階
の
諸
論
文
に
お
い
て
は
、
　
「
日
本
型
社
会
政
策
」
の

止
揚
は
、
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
構
成
把
握
の
な
か
で
展
望
さ
れ
た
の
で

あ
る
。



（
1
）
　
「
社
会
政
策
と
福
利
施
設
」
（
『
基
本
問
題
』
二
六
九
頁
）
。
引
用

　
　
は
前
掲
雑
誌
論
文
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
2
）
　
同
右
、
二
七
〇
頁
。

（
3
）
　
同
右
、
二
九
五
頁
。

（
4
）
　
「
社
会
政
策
の
日
本
的
形
態
」
（
『
基
本
問
題
』
三
二
二
t
三
二

　
　
三
頁
）
。
引
用
は
、
原
論
文
た
る
『
改
造
』
　
（
昭
和
十
二
年
六
月

　
　
号
）
に
よ
っ
た
。
以
下
同
じ
。

（
5
）
　
同
右
、
三
二
七
頁
。

（
6
）
八
7
）
　
同
右
、
三
二
八
頁
。

（
8
）
　
こ
の
個
所
は
『
基
本
問
題
』
に
お
い
て
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
こ
の
段
階
の
視
点
が
消
滅
し
、
　
「
日
本
資
本
主
義
の
機
構
上
の

　
　
革
新
」
を
問
題
と
す
る
視
点
は
、
　
「
紹
介
．
風
早
八
＋
二
『
日
本

　
　
社
会
政
策
史
』
」
　
（
『
国
家
学
会
雑
誌
』
昭
和
十
三
年
八
月
号
）
に

　
　
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
「
然
ら
ば
、
社
会
政
策
の
日
本
的
類
型
と
『
真
実
の
』
社
会
政

　
　
　
策
と
は
全
然
無
関
係
で
あ
ら
う
か
。
否
。
…
…
そ
れ
は
絶
え
ず

　
　
　
基
底
辷
る
資
本
主
義
経
済
の
発
展
並
に
社
会
的
基
礎
事
実
の
進

　
　
　
展
を
土
台
と
し
て
、
自
己
の
裡
に
潜
む
社
会
政
策
の
一
般
的
規

定
を
貫
徹
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
政

策
に
於
け
る
『
日
本
型
』
は
凝
結
固
着
し
た
も
の
で
は
な
く
、

絶
え
ず
自
己
の
特
殊
性
を
破
棄
せ
ん
と
す
る
志
向
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
際
に
於
け
る
社
会
政
策
論
の
任
務
は
、
恐
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
や

く
『
日
本
型
』
に
対
し
て
『
真
実
の
』
社
会
政
策
を
対
比
せ
し

め
る
こ
と
に
在
る
の
で
は
な
く
、
　
『
日
本
型
』
乃
至
は
日
本
的

類
型
が
、
如
何
に
そ
れ
自
ら
の
胎
内
に
一
般
的
な
る
も
の
：
・
：
－

を
成
熟
せ
し
め
つ
つ
あ
る
か
、
ま
仁
こ
の
成
熟
過
程
．
．
．
・
：
を
妨

げ
て
み
る
特
殊
要
因
は
何
で
あ
る
か
の
分
析
に
在
り
、
更
に
、

如
何
な
る
条
件
が
与
へ
ら
れ
た
場
合
に
、
即
ち
日
本
資
本
主
義

に
如
何
な
る
機
構
の
革
新
が
起
っ
た
場
合
に
、
社
会
政
策
の
日

本
型
が
崩
壊
す
る
で
あ
ら
う
か
を
見
透
す
こ
と
に
在
る
で
あ
ら

う
。
差
当
っ
て
の
問
題
と
し
て
は
、
戦
争
は
、
右
の
様
な
『
日

本
型
』
の
解
体
に
何
等
か
の
角
度
か
ら
貢
献
す
る
と
こ
ろ
無
き

か
否
か
。
」

　
提
示
は
、
問
題
提
起
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

分
析
視
点
は
転
回
し
、
逆
転
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
〇
・
一
一
・
一
七
稿
〉

一
日
本
型
社
会
政
策
批
判
と
し
て
の
社
会
政
策
論
1
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